
「
岡
目
一
目
」

　
郷
土
の
力
士
、
白
真
弓
肥
太

右
衛
門
は
、
で
き
る
こ
と
な
ら

飛
騨
右
衛
門
の
方
が
よ
か
っ
た

の
に
と
思
う
。
力
士
は
、
や
は

り
肥
え
太
っ
て
い
る
方
が
強
そ

う
に
思
え
た
の
か
、「
飛
騨
」

が
「
肥
太
」
に
な
っ
た
。

　
し
か
し
こ
の
四
股
名
は
、
そ

の
後
「
燧
洋
（
ひ
う
ち
な
だ
）

荒
五
郎
」
や
「
駒
ヶ
嶽
峰
五
郎
」

や
「
浦
風
林
右
衛
門
」
に
変
っ

て
い
る
。
ス
ポ
ン
サ
ー
の
お
抱

え
大
名
が
変
わ
っ
た
り
し
た
か

ら
だ
ろ
う
。

　
ペ
リ
ー
艦
隊
が
来
た
時
に
、

米
俵
を
背
中
、
首
、
両
手
に
合

わ
せ
て
八
俵
を
運
ん
で
見
せ

て
、
ア
メ
リ
カ
人
を
驚
か
せ
た

と
い
う
力
持
ち
だ
っ
た
そ
う

な
。

　
そ
の
白
真
弓
の
星
取
表
を
見

て
ガ
ッ
カ
リ
し
た
。
前
頭
筆
頭

ま
で
上
が
っ
て
は
い
る
が
、
一

年
二
場
所
制
の
昔
に
、
勝
ち
越

し
た
場
所
は
少
な
い
。
当
時
の

一
場
所
は
十
日
間
だ
が
、
引
き

分
け
や
休
場
も
多
い
。「
預
り
」

と
い
う
の
も
あ
る
。
結
果
と
し

て
、
嘉
永
六
年
か
ら
明
治
元

年
ま
で
の
通
算
三
十
場
所
で
、

五
十
八
勝
百
二
十
三
敗
十
七
分

け
五
預
り
七
十
一
休
場
と
な
っ

て
い
る
。
敗
け
の
方
が
多
い
。

　
白
真
弓
は
「
突
き
」
が
得
意

技
だ
っ
た
が
、
強
過
ぎ
て
相
手

が
危
な
い
の
で
禁
じ
手
と
な
っ

て
い
た
。
も
し
、
許
さ
れ
て
い

た
ら
横
綱
に
な
っ
て
い
た
と
信

じ
た
い
。

　
砂
付
け
て
　
男
を
磨
く
　
相

撲
取
り

　
　
　
　
　〈
ガ
ン
モ
ン
モ
筆
〉

　（
一
社
）
高
山
市
文
化
協
会
で

は
、
毎
年
テ
ー
マ
を
変
え
て
郷
土

に
関
す
る
特
別
展
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　
今
回
は
、
飛
騨
高
山
ま
ち
の
博

物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
高
山
市

指
定
文
化
財
「
角
竹
郷
土
史
料
文

庫
」
か
ら
、
ガ
ラ
ス
乾
板
な
ど
を

お
借
り
し
て
「
懐
か
し
い
飛
騨
高

山
の
姿
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　
ガ
ラ
ス
乾
板
は
、
明
治
初
期
か

ら
大
正
、
昭
和
初
期
に
か
け
て
使

用
さ
れ
ま
し
た
。
割
れ
や
す
く
取

り
扱
い
が
難
し
い
た
め
、
残
っ
て

い
る
も
の
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
貴
重
な
写
真
を
現
代
の
技

術
で
プ
リ
ン
ト
し
、
原
版
と
共
に

展
示
し
ま
す
。

　
今
で
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い

風
景
や
文
物
、
肖
像
画
な
ど
が
記

録
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
日
時
　
二
月
十
九
日（
金
）～ 

　
二
十
一
日（
日
）　
午
前
十
時
～

　
午
後
五
時
（
最
終
　
日
は
午
後

　
四
時
ま
で
）

◇
会
場
　
文
化
会
館
三
階
講
堂

◇
入
場
無
料

（
一
社
）高
山
市
文
化
協
会
加
盟
団
体

文
化
協
会
後
援
催
事
案
内

第
一
回
ヤ
マ
ハ
ジ
ュ
ニ
ア
ピ
ア
ノ
コ

ン
ク
ー
ル
　
コ
サ
カ
楽
器
選
考
会

◇
日
時
　
二
月
六
日（
土
）午
後
一

　
時
～
、七
日（
日
）午
前
九
時
半
～

◇
会
場
　
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

◇
入
場
無
料

光
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
特
別
展
　

『
花
鳥
風
月
展
』

◇
日
時
　
二
月
二
十
七
日（
土
）～

　
六
月
十
二
日（
日
）　
午
前
十
時

　
～
午
後
五
時（
水
曜
休
館
）

◇
会
場
　
光
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
中

　
山
町
）

◇
料
金
　
入
館
料
が
必
要

記
事
訂
正

　
先
号
の
「
高
山
の
文
化
を
高

め
た
人
々
　
松
葉
惣
四
郎
」
文

中
の
「
製
紙
工
場
」
は
「
製
糸

工
場
」
の
間
違
い
で
し
た
。
お

詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

　
当
協
会
は
、
一
月
一
日
に
開
催

し
た
平
成
二
十
八
年
新
年
市
民

互
礼
会
会
場
に
て
、
高
山
市
に

一
千
万
円
の
寄
付
を
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
先
の
市
議
会
に
て
議
決
さ

れ
た
「
高
山
市
民
文
化
会
館
整
備

基
金
」
に
基
づ
い
て
行
っ
た
も
の

で
す
。

　
今
後
当
協
会
で
は
、
広
く
市
民

の
皆
様
か
ら
も
寄
付
を
募
り
こ
の

基
金
の
拡
充
を
図
っ
て
、
新
文
化

会
館
建
設
の
実
現
に
向
け
て
努
力

し
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
現

文
化
会
館
及
び
文
化
伝
承
館
に
募

金
箱
を
設
置
し
ま
す
の
で
、
ご
協

力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

文
化
協
会
特
別
展

２
月
19
日
金
～
21
日
日 

開
催

別院前の縁日風景

連合橋とボンネットバス

懐
か
し
き
飛
騨
高
山
・ガ
ラ
ス
乾
板
写
真
展

　1月15日（金）～17日（日）に開催した「新春飾り物展」には、多数の市民の
皆様にご来場いただきました。審査結果は以下のとおりです。（敬称略）
●干支「申」

●歌会始「人」

●ヤングチャレンジ部門

◇天位　「狂言　靭猿」 　　 星文達守（大新町2）
◇地位　「猿カニ合戦」　　  八幡鳳凰台組飾り物同人（大新町）
◇人位　「猿回し」 　　　　 宮部龍彦（大新町1）
◇佳作　「猿も木から落ちる」 長瀬清栄（下一之町）
　　　　「孫悟空と觔斗雲」  蓑田祐三（天満町6）
　　　　「三猿」 　　　　　 玉腰健三（八幡町）

◇天位　「一寸法師」 　　　 荒川正康（大新町3）
◇地位　「人の和」 　　　　 野澤竜弥（冬頭町）
◇人位　「人間ドック」 　　 小鳥政人（大新町2）
◇飾り物同好会賞　「船頭」  竹腰英樹（岡本町2）
◇佳作　「人類月に立つ」 　 若田義隆（大新町1）
　　　　「人情噺」 　　　　 橋本　大（八幡町）

◇入賞　「猿団子」 　　　　 水尻　亮（高山西高校）
　　　　「親のかたき…!!!」　出井実咲（斐太高校）
　　　　「バナナを見ざる」 　幅上真穂（高山西高校）
　　　　「申刻」 　　　　　 脇坂美加（斐太高校）
　　　　「人のつながり」 　 熊﨑貫太（高山西高校）

新春飾り物展平成28年

一
千
万
円
を
文
化
会
館

整
備
基
金
に
寄
付


